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論文内容の要旨

本論文では、消費者行動理論をベースに、インターネットショッピングにおける消

費者の購買行動について実証分析を行った。消費者行動理論によると、消費者の麟買

行動は、I)i商品属性と商品分類、 21消費者の個人属性、 31J苫舗または販売者側の諸要

素によって影響される.既存研究の多くは、消費者行動産論が、従来のリアルな市場

だけでなく、オンライン市場における消費者の購買行動にも適用できると示してい

る。しかしながら、オンラインショッピングにおける消費者の購買行動に関する実証

研究がまだ少なく、かつインターネットの急成長により、オンラインショッピングで

はリアルな市場に比べてこれらの諸要素による影響が変化している可能性もあると

考えられる.このこつの点に着目して、本論文では、オンラインショッピングにおけ

る消費者の購買行動と、商品属性と商品分類(クラス)、消費者の個人属性および販

売者の特徴という 3つの要因との関係を実証的に分析し、深く議論することを研究の

目的とした。

本論文は、イントロダクションである第l章に続く 5つの章で構成されている。第

2章は既存研究のレビューである。本論文の主要な研究内容になっている第3章で

は、商品分類と消費者の購買意欲との関係を、第4章では、消費者の個人属性とオンー

ライン購買・オフライン購買への消費者の選好との関係、そして、第5章では、販売

者側の諸要素と消費者のオンライン購入実績との関係を実証的に分析している.終章

では、本論文の主な結論と貢献、実証結果のインプリケーションを述べている。

第2章では、知覚リス夕、商品分類と製品属性、消費者属性および販売者の特徴と

いう 4つの側面から、既存研究の内容、方法論、結論と残されている課題を整理し、

従来の研究をレビューした上で、本研究のポジショニングを明確にした。

第3章では、商品分類と消費者のオンライン購買の意欲との関係に焦点を当てる。

本研究では、 SEC分類理論の探索型、体験型と信頼型といった3分類に fサービス型」

という商品クラスを加えて、 4つの商品分類と消費者のオンライン購買意欲との関係

を、独自に収集した日米中三ヶ国の消費者を対象にしたインターネット調査データを

用いて実証的に分析した。分析の結果、探索型とサービス型の商品のオンライン購買

意欲が最も高く、信頼型商品のオンラインで購入する意欲が最も低いという傾向があ

ることがわかった。このような商品分類によって消費者のオンライン購買意欲の差が



形成される原因を知覚リスクという視点から説明できるとし、消費者の購買意欲と知

覚リスクとの聞に負の関係があることを実証的に明らかにした。

第4章では、消費者の個人属性と消費者のオンラインと実庖舗での商品購入に関す

る選好との関係を分析した。従来の消費者属性と消費者購買選好に関する分析では、

互いに対立した結論の研究結果が数多く出されている.本研究は、インターネットサ

ーベイを適して収集したデータを照いて、消費者属性(性別、収入、年歯色、教育、勤

務状況、勝買経験およびリスク認識)が、 『オンラインでの購入j選好に与える直接

な影響、そして、オンライン勝買の目標(金銭的節約と時間的節約):知覚リスクと

「オンラインでの購入J選好との関係に与える媒介効果について分析を行った。クロ

ス表分析と多重比較分析に加えて、計量経済モデルを組み、消費者属性が消費者の購

買選好に対する直接効果と間接効果を同時に計測した。分析の結果、消費者属性が購

買選好に与える影響は、直接効果ではなく、主に間接効果によるものであるという重

要な結論を導き出した。消費者属性の間接効果は、金銭と時間の節約と消費者の購買

選好との関係に与える媒介効果に現れている。

第5章では、販売者側の諸要素とオンラインショッピングにおける消費者の購入実

績状況との関係に焦点を当てて分析を行った.本研究では、 NetCrawlerのプログラ

ミングを開発し、中国の「淘宝網{ネット)Jという eコマースプラットフォームから

BIN ffiuy 1 t Now)データを収集し、ダイナミックなモデルである GMM{Gene ra 1 i zed 

Method of MomentsJという計量分析手法を用いて、販売者側の諸要素(前期販売量、

レビューの累積数、販売価格、腐舗信用度評価および販売者タイプ)が消費者のオン

ライン購入実績に与える影響を分析した。結果として、オンライン市場において、消

費者.は相対的に価格が安い底舗で商品を購入する傾向があること、当期の販売量とレ

ビューの数が次期の消費者購買量にポジティプな影響を与えること、庖餓の信用度が

消費者の購入量にポジティプな影響を与えること、さらにCtoC販売者に比べて、消

費者は相対的にBtoC販売者から商品を購入する傾向があることがわかった。さら

に、本研究では、これらの関係をネットワーク外部位理論の視点から実証的に分析し、

消費者のオンライン購買に対する商品分類と販売者タイプの媒介効果も確認できた。

第6章では、各分析によって得られた結論、理論的貢献および実務的なイシプリケ

ーションをまとめ、本論文の限界を明示して今後の研究課題を提起している。

論文審査の結果の要旨

本論文は、近年急成長する消費者のオンライン勝買行動について多面的に実証分析を行

った.オンラインショッピングというコンテキストの中で、実証研究がまだ少なく、

かつインターネットの急成長により、従来の理論で想定された要因の影響が変化する

可能性もあることに着目して、商品分類と消費者のオンライン購買の意欲との関係、

消費者の個人属性と消費者のオンラインと実腐舗での商品購入に関する選好との関

係、そして、販売者側の諸要素とオンラインショッピングにおける消費者の賎入実績

状況との関係を、独自に収集したデータと拡張された理論モデルで実証的に分析して

いる。また、オンライン市場の新しい特徴を踏まえて、消費者行動理論に加えて、知覚

リスクやネットワークの外部性などの理論概念も導入して、新しい理論的な境地を意

欲的に開拓しようとしている。

本論文の貢献は、つぎの2点に集約することができる.第一に、既存研究の理論を拡張

させ、オンラインショッピングに関する独自のデータを収集して実証的に分析して一

定の結果が得られている。既存研究に対して、サービス製品をひとつの狼立した製品ク

ラスとして、知覚リスク理論を用いて商品分類における消費者のオンライン購買意欲の差

を説明している.また、既存研究では、主に販売者の信用と販売量との関係に焦点を

当てた議論が多く、販売者の特徴と消費者の購買行動との関係に関する実証研究がま

だ少ないことを踏まえ、販売者属性と消費者の購買実績との関係を分析している。第

二に、商品属性と商品分類、消費者属性と販売者属性が消費者のオンライン購買行動

との複雑な関係を、媒介変数の導入や閑接効果の計測によって既存研究の不足を補

い、一定の結果までに到達したことが大きな貢献であると評価される。

博士論文としては、本論文の視点と既存の理論とのつながりについて少しあいまいであ

るといった点が問題として指摘される。しかしながら、この問題点は本論文の結論と貢献

を損なうものではない.以上の理由から、審査委員は、本論文の著者が、博士{商学)の

学位を授与されるに十分な資質を持つものと判断する.
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